ケシ劫

　　　　　　　　　　近藤勝洋

「劫」がないと囲碁の面白さは半減すると言われています。囲碁を知らない人にはそう言っても解らないのは無理からない事と思います。

　劫とは将棋で言う千日手のようなもので、行ったり来たり同じ行為を繰り返し続けることを言います。グーだけしかないじゃんけんをいつまでも続ける事みたいなものです。

　囲碁の規則はお互いに白石と黒石を交互に打つことの他、大きな約束が二つあります。

　一つには石にとって線（碁盤上の黒い線）が相手の石によって切られて囲まれて、最後の線が切られたときその石は相手に取られてしまうこと、そのことを逃れるためには目が二つなければならないことです。

　二つには劫と言って、お互いに繰り返す形が出来たとき、一度その場所をはなれて別な所に石を打たねばならないと言う決まりがあります。

　ちなみに続けて同じ劫の所に打つと負けになります。プロの碁で負けたケースがあります。

　ケシ劫（芥子）と言うのは幅４０里奥行き４０里、高さ４０里の城に（昔の話なのでメートル法ですと１里が約４キロですので、１６０キロメートル四方の城の大きさを想像して下さい）いっぱいにケシの実を満たし、そこに何故か３年に一度天女が降りてきます。そして一粒のケシの実を持って天に帰ります。

こうして３年に一度一粒ずつ運んで巨大な城の中のケシの実がなくなった時を劫と言います。

平均寿命が延びてきた現在では、３年に一度一粒ずつと言いますと、人生７０年の間に２３粒ほど運ぶことが出来ます。宇宙の歴史はおおよそ１５０億光年と言われています。宇宙が始まって以来運ばれたとしても量はたいしたものではありません。

つまり劫とは無限の時間のことを言っているのです。

この劫という言葉はサンスクリットのカルパ（kalpa）の漢訳で、もう一つの劫の話があります。

　これまたあるところに４０里四方の固い岩があります。（メートル法で大きさを想像して下さい）そこに３年毎に天女が降りてきます。何故か男は降りてこない。降りてきた天女はころものすそで一回そっと岩をなでて天に帰っていきます。そうすると岩がほんの少しこすられて減ります。これを払拭といいます。こうしてこのでかい岩がなくなってしまう迄の時間を払拭劫と言うのだそうです。まさしく君が代の「さざれ石の巌ととなりて」の反対ですが、とてつもない長い時間を言っています。

　この劫のように囲碁は規則が簡単なの上、楽しく奥の深いものです。

高齢化が進む時代にとって、ボケや脳軟化を防ぎ、厚生省も率先して碁の普及をすれば医療費の節減にもなります。老若男女を問わず多くの人が参加できるものです。（碁石と碁盤が必要ですが）ただ面白くなるまでに少し時間が掛かるのが難点です。碁を知らない方でも一度気軽に碁を打ってみて下さい。
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